
いよいよあと 2 ヶ月 
新しい年の幕開けと同時に令和 6年度の 3学期が

始まりました。年末から年始にかけて、子どもたち

は健康で安全に過ごせたようです。再び元気いっぱ

いの子どもたちを迎えることができて、嬉しさいっ

ぱいです。冬休みの間、保護者や地域の皆さまに

は、子どもたちの様

子を丁寧に見ていた

だきありがとうござ

いました。 

今年度も残すとこ

ろ 2ヶ月になりま

した。幼稚園での生

活も一年間のまとめの時期に入ります。子どもたち

と一緒にこれまでの園生活を振り返り、がんばって

きたことやこれからのめあてなどを確かめ合いなが

ら、充実した毎日が過ごせるようにしていきたいと

思います。子どもたちが「心豊かなすてきさん」に

成長してくれることを願って、職員の気持ちを一つ

に全力で指導してまいります。引き続き皆さまのご

支援とご協力をお願いします。 

年長・交通安全教室 
 1月 17日（金）、４

月から小学生になる年

長の子どもたちが「交

通安全教室」に参加

し、安全な道の歩き方

や横断歩道の渡り方な

どを体験しました。こ

の日は、開成町交通安全指導隊や松田警察、PTA役

員の方々が道路の所々に立って、子どもたちにやさ

しく声を掛けてくださいました。 

横断歩道を渡る手前では「私は、必ず、止まりま

す」という三本指の約束を一人一人行い、右・左・

右に大きく顔を振って車が来ていないことを確かめ

てから渡っていました。また、どんぐり会館の 1階

では、交通ルールに関する DVDを視聴した後、交

通指導隊長さんや警察官の方から安全な道の歩き方

について教えていただきました。 

 小学校では、子ども一人や近所の友達どうしでの

登校がほとんどです。4月からの登校が始まる前ま

でにお子さんと一緒に小学校までの道のりを歩いて

いただき、危険個所や横断歩道の渡り方などを確認

していただければと思います。子どもたちが、安全

に安心して道を歩くことができるよう、引き続き地

域の見守りをお願いします。 

ベンチづくりに挑戦 
１２月 25日（水）午後、幼小中高連携教育の推

進と職員研修を兼ねて、本園の職員が県立吉田島高

校を訪れて木工に挑戦しました。製材用の重機を操

作して太い丸太から厚さ３ｃｍほどの板を切り出

し、１ｍ２０ｃｍの長さにカットした後、板と角材

を組み合わせて手作り

ベンチを完成させまし

た。木の香りや質感、

温かみや風合いは癒し

の効果抜群です。日頃

のストレスを忘れて、

心身ともにリラックスする時間を楽しみました。３

時間ほどかけて６台のベンチを完成させました。 

冬休み明け、子ども

たちにベンチをお披露

目しました。数日後、

興味をもった子どもた

ちが集まり、板の角や

ささくれをサンドペー

パーできれいに磨き上

げてくれました。これで腰かけても安心です。今

後、このベンチは遊びや生活などいろいろな場面で

役立ち、子どもたちの思い出づくりに一役買うこと

でしょう。今回、ベンチづくりを丁寧にご指導くだ

さった吉田島高校の先生方に感謝です。ありがとう

ございました。 
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第 3学期始業式に初めて全園児が集まり 
のびのびと園歌を歌いました 



火事になったらすぐ逃げろ 
「給食室の回転釜が

火事です」わくわくタ

イムで遊んでいる最中

に、火災発生を知らせ

る放送が突然流れた

ら、子どもたちはどの

ような行動をとるので

しょうか。１月２２日（水）、事前予告なしの火災避

難訓練を実施しました。放送を聞いた子どもたちで

すが、特段あわてることもなく園庭にいた子も園舎

内にいた子も、近くの先生の指示をしっかりと聞い

て素早く避難できました。さすが開成園児、すてき

さんです。避難の様子を見ていた消防士の方からも

お褒めの言葉をいただきました。（写真）最後に「地

震が来たらダンゴムシ、火事になったらすぐ逃げ

ろ」の合言葉を子どもたちと確認し合いました。「大

切な命は自分で守る」を肝に銘じ、万が一の災害に

しっかりと備えたいと思います。 

うさぎを飼ってもいいですか 
 先日、年中・うさぎ組の子どもたちから私のとこ

ろに一通の手紙が届きました。「ゆきちゃんが さみ

しそうだから うさぎのともだちを かってもいい

ですか？」今、年中の子どもたちは交替でゆきちゃ

んのお世話をせっせとしています。これまで、隣の

小屋にいたうさぎのここあちゃんは、去年の 4月に

天国へ行ってしまい、ポツリと寂しそうにしている

ゆきちゃんのことが気になっていたのでしょう。園

長先生なら自分たちのお願いを聞いてくれると思っ

たのでしょう。 

「飼ってもいいですよ」と直ぐに応えてあげたか

ったのですが、なかなかそうならない事情もありま

した。長い休み中の世話をどうするのか、厳しさを

増す夏の猛暑に耐えることができるのかなど、クリ

アしなければならない課題がありました。一方、子

どもたちの成長過程の中で生き物に接する機会をつ

くってあげたい、開成幼稚園の特徴を出したい、動

植物とふれ合うことで命の大切さを学ぶことができ

る、当番活動を通して責任感や協力する気持ちが育

つなど、職員間で議論を重ねてきました。 

 ついに結論が出ました。早速、うさぎ組の子ども

たちに返事を書きました。「うさぎぐみのみなさんへ 

いつも、うさぎのゆきちゃんを たいせつにしてく

れてありがとう。＜中略＞こどもたちのために、も

う 1ぴきうさぎをかおう ということになりまし

た。」手紙が読まれると、子どもたちは小躍りをして

喜びました。（写真）も

うすぐ幼稚園に新しいう

さぎさんがやってきま

す。その日の幼稚園は、

子どもたちの笑顔で溢れ

かえることでしょう。 
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▼
２
学
期
終
業
式
で
は
、
交
通
事
故
に 

遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
点
を
子
ど
も
た
ち
に
話
そ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
思
い
付
い
た
の
が
、
タ
ヌ
キ
の
ポ
ン
吉
と
い
う
創
作
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
そ
れ
を
代
弁
し
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。
枯
れ
葉
風
に
か
た
ど
っ
た
手

紙
、
足
柄
山
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
親
近
感
、
愛
ら
し
い
タ
ヌ
キ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
語
る
お
話
の
世
界
に
子
ど
も
た
ち
は
見
事
に
引
き
込
ま
れ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
手
法
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば

れ
、
時
と
し
て
当
事
者
本
人
が
直
接
語
り
か
け
る
よ
り
も
効
果
的
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
あ
な
た
の
こ
と
を
優
し
い
子

だ
っ
て
誉
め
て
い
た
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
に
伝

え
た
と
し
ま
す
。
言
わ
れ
た
本
人
は
ル
ン
ル
ン
気
分
で
す
し
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
ば
か
り
か
お
母
さ
ん
へ
の
好
感
度
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
▼
１
月
20
日
、

私
が
育
て
た
白
菜
を
給
食
の
食
材
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ど
う

で
し
ょ
う
、
続
々
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
礼
の
手
紙
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。「
お

い
し
か
っ
た
よ
」
「
あ
ま
か
っ
た
」
「
た
べ
れ
な
い
け
ど
、
お
い
し
そ
う
」

「
え
ん
ち
ょ
う
せ
ん
せ
い
の
は
た
け
へ
い
っ
て
み
た
い
」
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
素
直
な
気
持
ち
に
心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
早
速
ペ
ン
を
取
り
、
子

ど
も
た
ち
に
返
事
を
書
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
、
卒
園
児
か
ら
元
の
担
任

に
宛
て
た
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
手
紙
に
は
、
小
学
校
生
活
を
楽
し
く
元
気

に
送
っ
て
い
る
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
担
任
は
、
手
紙
を
く
れ
た
子

一
人
一
人
に
返
事
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
▼
ア
メ
リ
カ
の
絵
本
作
家

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
の
「
が
ま
く
ん
と
か
え
る
く
ん
」
シ
リ
ー
ズ
の
一

編
に
「
お
て
が
み
」
と
い
う
作
品
が
あ
り
ま
す
。
一
度
も
手
紙
を
も
ら
っ
た

こ
と
の
な
い
が
ま
く
ん
を
不
憫
に
思
っ
た
か
え
る
く
ん
は
、
が
ま
く
ん
に
手

紙
を
書
き
ま
す
。「
親
愛
な
る
が
ま
く
ん
・
・
」
そ
の
手
紙
に
は
、
が
ま
く

ん
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
や
友
情
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
手
紙
を
受
け

取
っ
た
が
ま
く
ん
は
、
か
え
る
く
ん
の
気
持
ち
に
感
動
し
ま
す
。
こ
の
先
、

二
人
の
友
情
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
手
紙
は
、
書
き
手
の
近
況
や
思
い
を
直
接
伝
え
る
手
段
の
一
つ
で
す
。
相

手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
手
紙
を
渡
す
こ
と
で
、
お
互
い
の
絆
が
深
ま
り

親
密
な
関
係
が
築
か
れ
ま
す
。
筆
不
精
の
私
で
す
が
、
遠
く
に
暮
ら
す
親
愛

な
る
友
人
に
、
近
々
手
紙
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 


